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酸化合物金有議と筋緯維総成の鱒係
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[ !~I(l均}これまで，動物の骨格筋においてJJpNMRに
よる ljン機化合物合為-蚤と筋線維Jil戒の簡に者10総係が
あることが報告・されている.さらに数近では，長距離ラ
ンナ…とスプリンターの筋のスペクトルを比較すること
により. I1J接的に，ヒトの務においてもリン酸化合物含
有議と筋線維組成の間に総絡のある可能性が示されてい
る.そこで本研究では，筋1三枚と31PNMRを行うことに
よって，ヒトにおいてもこのような関係があるのかどう
かを箆接的に検討することを目的とした.
{方法}被F検者は健康な成人5母校10名s 女性1名とした，
31pNMRの測定は1.5Tの怒滋議決俄袋鐙(SlOl私 Ad滞緩age，
GE社製)をj若いた.安静持の31pNMRの機訟は， i度径4cm
のサーブぶイスコイルを外側広務上に装緩し，繰ち返し
持鰐10秒，積算おi数32拐の条件で行った.選動中の31p
NM誌の翠ij定は，話f.筏3.5インチのサーフェイスコイルを
大勝渡筋上に裟殺し，繰ち返しi新潟錫'1， 毅多事部数4@Jの
条件で行った.運動は綿}臥伎での膝伸展遂識であり，魚
符iま殺拐の3分爵]は4%MVC.以後2略MVC/分の劉合で漸
増させ，疲労j謡懲に;全;るまで行わせた.針生検にて外観1
広務の務を掲出し，ミオシン ATP邸機色および
NADH~TR染色を絡し， Type織綾と乃pel線維のおめる
総務の綴合を算出した.さらに筋の酸化系能力の指擦
としてクエン酸合成務索(CS)活性の路定を行った.
{結果;安静持の介入1P/PCrと乃pe繊維の鶴合との踏
に宥j意な正の綴館関係が認められた(P<.O.む1). さらに，
説u胞内pHとType織維との鎚に手nまな負の報関関係が認
められた(Pく:0.05).一方，安静時の民Pむと筋続殺組成
とのi脅，そして，運動中のPCr/(PCr+Pi)および綿胞内PH
の動態と筋線雑緩成.cs活性との関には一定の関係は
認められなかった.さらに，酸化系のA守?務合成能力を
反映すると窓われている運動後のPCr/<PO+Pi)の路復速
度とcs活性，筋線維組成との1れこも-，誌の鈎係は忽め
られなかった.
{考察}本研究では，務線i4~総成と ß-A1P!PCrの際に帯
意な;粍ImJ関係のあることが示された，鋭子研究において，
乃pe繊維とちrpel線綾のA1P濃度には援がなく.PCr議
!支はTypeIl線維の方が高いことが訴されているので，本
舗究の結楽はI $lpNMRによりそのような護築が検出で
きる可能性を示すものである e また，動物実験では筋線
維総j蕊とPi/PCrとの賂;こ;摺欝潟採が存在すること金稲妻子ら
されているが，本務究ではそのようを鵠録ば認められな
かった.この涼i設は努らかではないが，畿の遠いが影響
しているのかもしれない.今臨は， J後検殺が比較的少な
かったので，これかちさらに後検者を増やし，さらなる
検討を行っていきたいと考えている s
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